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今
回
は
本
学
会
の
理
事
で
あ
り
、
日
本
臨
床

心
理
劇
学
会
理
事
長
、
日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
イ
シ

ョ
ン
心
理
学
会
お
よ
び
日
本
臨
床
動
作
学
会
常

任
理
事
な
ど
を
務
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
針
塚
進

先
生
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。
訪
問
当
日

は
、
大
学
守
衛
室
に
筆
者
の
訪
問
を
伝
え
て
く

だ
さ
っ
て
い
て
、
研
究
室
で
は
お
茶
を
い
た
だ

き
、
す
ぐ
に
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

卒
論
に
つ
い
て
「
キ
ー
ワ
ー
ド
を
書
い
て
み
た

よ
」
と
Ａ
４
用
紙
三
枚
も
の
資
料
を
準
備
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
ち
ら
か
ら
お
願
い

す
る
前
に
「
録
音
ど
う
ぞ
」
と
言
っ
て
く
だ
さ

り
、
帰
り
に
は
「
駅
ま
で
送
り
ま
し
ょ
う
か
」

と
言
っ
て
い
た
だ
い
て
…
…
温
か
く
こ
ま
や
か

な
お
心
遣
い
に
、
す
っ
か
り
フ
ァ
ン
に
な
り
ま

し
た
。

⃝

高
校
生
の
頃
か
ら
心
理
学
の
本
を
読
ん
で
い
た

　

大
学
で
は
、「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
に
あ
こ

が
れ
て
、
ロ
ー
ジ
ァ
ズ
全
集
『
人
間
論
』（
村

山
正
治
訳
、
一
九
六
七
）
な
ど
を
読
ん
で
い
た
。

心
理
学
の
勉
強
会
で
は
学
習
心
理
学
を
学
び
、

ま
た
『
思
考
と
言
語
』（
ヴ
ィ
ゴ
ツ
キ
ー
著
、

柴
田
義
松
訳
、
一
九
六
二
）
を
読
ん
で
、「
思

考
の
発
達
と
創
造
性
」
に
関
心
を
も
っ
た
。
授

業
で
は
、「
異
常
心
理
学
」
を
担
当
し
て
い
た

精
神
科
病
院
院
長
の
話
に
感
銘
を
受
け
、
と
く

に
「
神
経
症
」
に
関
心
を
も
っ
た
。
そ
の
中
で
、

「
不
安
や
人
が
怖
い
な
ど
の
訴
え
は
、
治
療
の

中
で
い
く
ら
話
を
し
て
も
、
な
か
な
か
転
換
し

て
い
か
な
い
」
と
い
う
話
を
聞
い
て
、「
神
経

症
の
方
は
視
点
を
変
え
ら
れ
な
い
の
か
な
？　

思
考
を
転
換
す
る
こ
と
が
難
し
い
の
か
な
？
」

と
考
え
た
。

⃝

「
神
経
症
者
の
思
考
の
柔
軟
性
に
つ
い
て
」

　

こ
の
卒
論
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、『
神
経

症
と
創
造
性
』（
ロ
ー
レ
ン
ス
・
Ｓ
・
キ
ュ
ビ

ー
著
、
土
居
健
郎
訳
、
一
九
六
九
）
に
非
常
に

刺
激
を
受
け
た
。
ま
た
『
創
造
性
の
教
育
』

（
Ｅ
・
Ｐ
・
ト
ー
ラ
ン
ス
著
、
佐
藤
三
郎
訳
、

一
九
六
六
）
が
大
変
参
考
に
な
っ
た
。
仮
説
と

し
て
、「
神
経
症
者
は
強
い
不
安
が
基
底
に
あ

る
の
で
思
考
の
視
点
が
固
着
化
す
る
の
で
は
な

い
か
」
と
考
え
た
。

　

調
査
協
力
者
は
、
神
経
症
者
（
外
来
通
院

者
）
四
五
名
、
大
学
生
一
二
二
名
で
あ
っ
た
。

神
経
症
者
に
つ
い
て
は
、「
異
常
心
理
学
」
担

当
者
が
院
長
を
務
め
る
病
院
を
は
じ
め
二
つ
の

病
院
に
依
頼
し
て
、
ず
い
ぶ
ん
調
査
に
通
っ
た
。

患
者
さ
ん
と
関
わ
る
の
は
こ
の
と
き
が
初
め
て

で
あ
っ
た
。

　

神
経
症
傾
向
尺
度
と
し
て
、
Ｍ
Ｍ
Ｐ
Ｉ
の
Hs

（
心
気
症
）、
Ｄ
（
抑
う
つ
）、
Hy
（
ヒ
ス
テ
リ

ー
）、
Pt
（
神
経
衰
弱
）
の
項
目
を
活
用
し
た
。

尺
度
を
も
と
に
、
①
神
経
症
群
、
②
神
経
症
傾

向
高
群
、
③
神
経
症
傾
向
低
群
に
分
け
て
、
平

均
値
を
比
較
し
た
。
ま
た
思
考
課
題
と
し
て
、

「
創
造
的
思
考
テ
ス
ト
」（
Ｅ
・
Ｐ
・
ト
ー
ラ
ン

ス
）
を
用
い
た
。
①
言
語
性
課
題
（
例
：
も
し

一
日
が
四
八
時
間
だ
っ
た
ら
、
ど
の
よ
う
に
過

ご
す
か
）、
②
非
言
語
性
課
題
（
ス
ク
イ
グ
ル

法
）
を
実
施
し
た
。
異
な
る
多
様
な
カ
テ
ゴ
リ

ー
の
反
応
か
ら
「
柔
軟
性
」
を
、
反
応
数
か
ら

「
流
暢
性
」
を
、
独
特
な
反
応
か
ら
「
独
創
性
」

を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
本

を
参
考
に
基
準
を
つ
く
り
、
三
名
で
評
価
し
て

得
点
化
を
行
っ
た
。

　

神
経
症
傾
向
尺
度
得
点
に
つ
い
て
は
、
神
経

症
群
お
よ
び
神
経
症
傾
向
高
群
が
神
経
症
傾
向

低
群
に
比
べ
て
、
有
意
に
得
点
が
高
か
っ
た
。

思
考
の
柔
軟
性
に
関
し
て
、
①
言
語
性
課
題
に

つ
い
て
は
、
神
経
症
者
お
よ
び
神
経
症
傾
向
の

高
い
人
は
、
神
経
症
傾
向
の
低
い
人
よ
り
、
言

語
的
（
概
念
的
）
思
考
の
柔
軟
性
は
有
意
に
低

か
っ
た
。
②
非
言
語
性
課
題
に
つ
い
て
は
、
神

経
症
者
は
神
経
症
と
は
言
え
な
い
人
よ
り
、
非

概
念
的
思
考
の
柔
軟
性
が
有
意
に
低
か
っ
た
。

以
上
よ
り
、
お
お
む
ね
仮
説
は
支
持
さ
れ
た
。

⃝

卒
業
論
文
と
心
理
臨
床
と
の
つ
な
が
り

「
支
援
を
必
要
と
す
る
方
が
、
も
の
の
見
方
、

考
え
方
、
捉
え
方
を
ど
の
よ
う
に
転
換
で
き
る

か
、
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
重
要
だ
と
思
っ
て

い
る
。
思
考
（
認
知
）
と
い
う
レ
ベ
ル
で
変
え

て
も
…
…
不
安
な
人
は
つ
い
あ
れ
こ
れ
考
え
る
。

情
動
的
な
も
の
が
そ
こ
に
は
あ
る
と
思
っ
て
い

る
」「
患
者
さ
ん
と
話
す
と
き
に
、
ど
の
よ
う

な
文
脈
で
相
手
が
話
し
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ

う
な
視
点
で
も
の
を
み
て
い
る
の
か
を
お
さ
え

な
い
と
、
理
解
が
ず
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。

相
手
が
自
分
と
同
じ
よ
う
に
み
て
い
る
と
思
い

込
ま
ず
に
、
相
手
の
文
脈
を
確
認
し
よ
う
と
す

る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
」。

　

先
生
が
大
切
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
際
に
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
と
て

も
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。

針
塚 

進
（
は
り
づ
か
・
す
す
む
）

一
九
七
二
年
茨
城
大
学
教
育
学
部
卒
業
。
一
九
七
七
年

九
州
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
教

育
学
博
士
。
山
形
大
学
助
教
授
、
九
州
大
学
教
授
、
中

村
学
園
大
学
教
授
を
経
て
、
筑
紫
女
学
園
大
学
特
任
教

授
。
成
瀬
悟
策
先
生
か
ら
動
作
法
、
心
理
劇
を
中
心
に

教
育
訓
練
を
受
け
た
。
著
書
に
『
臨
床
動
作
法
の
実
践

を
学
ぶ
』（
監
修
、
新
曜
社
）
な
ど
。




